
氏名

ｸｼﾞﾗ ﾖｼｵ 所属

職名

最終学歴 学位

学科・院の別

1 単位 30.0 時間 時間 歯学科

1 単位 時間 120.0 時間 歯学科

1 単位 時間 30.0 時間 口腔保健学科

1 単位 時間 30.0 時間 歯学科

1 単位 時間 30.0 時間 歯学科・口腔保健学科

九州歯科大学歯学部共通基盤教育部門

博士（歯学）日本体育大学

大学運営における主な
役職履歴（過去5年間）

歯学科1年生学年主任、歯学科1・2年生助言教員、ウェルカミングKDU実施運営委員長、1年生WADSキャンプ実施運営委員長、4年生
WADSキャンプ実施アドバイザー、学生指導対策会議委員、研究室配属運営会議副議長、動物実験委員会委員、人権侵害・ハラスメン
ト委員会（相談員）

鯨 吉夫
准教授

専 門 分 野 保健体育学

教 育 実 績

担当講座名称 単位数 講義時間数

健康教育学

スポーツ実習Ⅰ・Ⅱ

体育

基礎教育セミナー

実習時間数

プロフェッショナリズムⅠ

所 属 学 会
（ 主 要 ５ 件 ）

日本体育学会、日本歯科医学教育学会、日本スポーツ歯科学会、初年次教育学会、九州歯科学会

鯨　吉夫，牧　憲司，西原達次：九州歯科大学における公開講座初級者バドミントン教室の検証，九州歯科学会雑誌，
7(2)，印刷中，2019．

福泉隆喜，鯨　吉夫，中原孝洋，深井康成，海寶康臣，吉野賢一：歯学部における初年次教育プログラムによるクリシ
ンおよびロジライの学修効果の検討，九州歯科学会雑誌，72(1)，7～17，2018．

鬼塚千絵，永松　浩，鯨　吉夫，木尾哲朗：九州歯科大学附属病院研修歯科医宿泊研修の実施内容と検証，日本歯科医
学教育学会雑誌，33(3)，206～213，2017．

鯨　吉夫，鱒見進一：スポーツ学部運動部員に対するマウスガードの調査，九州歯科学会雑誌，68(5・6)，77～83，
2014．

鯨　吉夫，八木まゆみ，河野稔広，槙原絵理，鱒見進一：咬合接触面積と咬合力が握力に及ぼす影響，九州歯科学会雑
誌，63(3)，76～82，2011．

産 学 官 連 携 実 績
（ 主 要 ３ 件 ）

（ 主 要 ５ 編 ）

研 究 業 績

（ 主 要 ５ 件 ）

取得した実用新案特許等

産 学 官 連 携
可 能 ・ 希 望 分 野

健康教育、マウスガードとアスリート、スポーツ実践

（著書・発表論文等）

(５つまで)

共同研究等の
実績

九州歯科大学（顎口腔欠損再構築学分野、総合診療学分野、感染分子生物学分野）

研 究 分 野 健康と生活習慣、スポーツ歯科、プロフェッショナリズム教育

研究課題

課題名

①健康と生活習慣に関する研究
②歯の噛み合わせとスポーツ競技に関する研究
③公開講座初級者バドミントン教室の検証
④WADSキャンプの検証

キーワード
健康と生活習慣、スポーツ歯科、プロフェッショナリズム教育


